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株式会社ジャパンエナジー
 

出光興産株式会社

愛知県にある両社製油所間での水素回収・燃料連携事業の実施について

株式会社ジャパンエナジー（本社：東京都港区虎ノ門二丁目、社長：松下功夫、以下「Jエナジー」）と出光興産株式会社（本社：

東京都千代田区丸の内三丁目、社長：天坊昭彦、以下「出光興産」）は、愛知県にある両社製油所間での水素や燃料の有効

活用による連携強化策について、石油コンビナート高度統合運営技術研究組合（以下「RING」）が公募した「平成21年度 コンビ

ナート連携石油安定供給対策事業」に応募し、このたび補助金交付対象事業として下記のとおり選定されました。

記

1. 背景
 

コンビナート連携により、石油精製業を中心とするコンビナート域内外の連携設備の効果的設置による拡大融合を促進し

て製油所の競争力を強化するとともに、石油資源の有効活用を図り原油処理量を減らすことを通じ、エネルギーセキュリ

ティを確保することが重要な課題になっております。このため、経済産業省からの補助金に係る「平成21年度 コンビナート

連携石油安定供給対策事業」の公募が、RINGでなされました。

2. 事業概要

（1）事業名称：コンビナート水素回収・燃料連携事業

（2）事業期間：2009〜2010年度

（3）実施場所：愛知県知多地区（Jエナジー知多製油所、出光興産愛知製油所）

（4）実施内容：Jエナジー知多製油所が、その一部を自家燃料としている副生水素を回収・高純度化し、出光興産愛知製

油所へ供給する。これによりJエナジー側で不足する自家燃料を補うため、出光興産側から分解重油やブタンを供給

する。これらの実行に必要な連携設備を設置し、水素製造装置の稼動低減や重油の有効活用を図る。
 

（5）新設設備：水素回収装置、水素・燃料供給受入関連設備、パイプライン（敷設距離：約5km）

（6）効果：原燃料消費減による原油処理量の削減 2.4万kl／年

（7）その他：両社は、2007年から愛知県知多地区にある両社製油所間の連携強化を検討してまいりましたが、本施策の

実施により、その取り組みが一層進展することになります。

以上
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